
大学生向け夏季インターンシップを開催

高
卒
者
の
大
学
等
へ
の
進
学
率
が
高
値
で
推
移
す
る
昨
今
の
社
会
情
勢

板
の
上
で
心
地
よ
い
潮
風
に
吹
か
れ
た
り
な
ど
普
段
と
は
異
な
る
非
日
常

参
加
し
、
１
日
目
は
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
に
お
い
て
、
掃
海
母
艦

が
で
き
な
い
艦
長
席
に
座
っ
て
双
眼
鏡
で
遠
方
を
眺
め
た
り
、
広
大
な
甲

市
）
に
お
い
て
大
学
生
向
け
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

が
増
し
て
お
り
、
栃
木
地
本
と
し
て
も
民
間
企
業
等
と
の
競
争
の
中
で
優

今
回
の
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
栃
木
県
内
の
大
学
生
等
８
名
が

衛
隊
の
食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

夜
に
は
宿
泊
施
設
近
傍
の
飲
食
店
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
参
加
者
同
士
の

促
進
す
る
と
と
も
に
、
一
般
幹
部
候
補
生
、
予
備
自
衛
官
補
等
の
志
願
意

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
大
学
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積

に
お
い
て
、
大
学
生
等
に
対
す
る
広
報
活
動
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
重
要
度

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

加
藤
浩
１
陸
佐
）
は
、
８
月

極
的
に
開
催
し
て
い
る
。

「
う
ら
が
」
の
細
部
に
わ
た
る
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
滅
多
に
座
る
こ
と

を
体
験
し
た
。
ま
た
、「
う
ら
が
」
の
一
般
大
卒
幹
部
隊
員
と
の
懇
談
で

２
日
目
の
陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
研
修
で
は
、
自
分
た
ち
と
同
じ
大

は
、
将
来
の
自
分
達
の
姿
を
重
ね
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
心
境
に
つ
い

衛
官
補
と
の
懇
談
を
実
施
し
、
参
加
者
た
ち
は
隊
員
に
対
す
る
親
近
感
を

強
く
持
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
体
験
喫
食
で
は
品
数
豊
富
な
自

自衛隊栃木地方協力本部
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予備自衛官補との懇談 . 予備自衛官補訓練の見学 体験喫食の様子

重
な
体
験
が
で
き
た
」「
自
衛
隊
が
よ
り
身
近
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
よ

欲
向
上
を
図
っ
た
ほ
か
、
１
日
目
の
昼
に
有
名
海
軍
カ
レ
ー
店
で
会
食
、

２
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
参
加
者
か
ら
は
「
様
々
な
貴

て
積
極
的
に
質
問
を
す
る
等
活
発
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
海
上
及
び
陸
上
自
衛
隊
の
理
解
を

学
生
や
社
会
人
で
あ
る
予
備
自
衛
官
補
の
訓
練
を
見
学
し
た
の
ち
予
備
自

親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

う
に
な
り
、
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
声
が
聞

栃
木
地
本
は
「
今
後
も
、
大
学
生
等
が
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
・
関
心

か
れ
た
。

を
深
め
、
大
卒
人
材
の
確
保
に
資
す
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
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（
横
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賀


